
指導者 T1 佐々木仁美 

T2 福田 祐子 

１  学 年  第５・６学年 

 

２ 主題名  「よりよい校風」 （４－（６）愛校心） 

     

３ ねらい  上級生・最上級生としての役割を自覚し，学校に愛着をもち，進んで自分達の学校をよりよ

くしていこうとする態度を養う。 

 

４ 資料名  「せんぱいの心を受けついで」（出典：「小学校 道徳 ６ 明日をめざして」 東京書籍） 

 

５ 本時の主題について 

  高学年としての役割を自覚し，その責任の大きさを理解してほしいと考える。そして，さまざまな活動

を通して，自分達の学校である“筒賀小学校”を大切に思い，みんなと力を合わせて，積極的によりよい

学校をつくっていこうとする態度を養いたい。 

 

６ 本時の主題に係る児童生徒の実態について 

   児童は日々，高学年としていろいろなところで様々な役割を果たしたり，時には悩んだりしながら学

校生活を送っている。それは，これまでの高学年の姿がそうであったからということもあろうし，複式

学級で過ごす中で，５年生が時には６年生の役割を果たしたり，６年生が直接５年生に教えてあげたり

することなどで，高学年としての自覚を高めてきたのかもしれない。1年間の折り返し地点を過ぎた今，

また，学習発表会という大きな行事，特に６年生は小学校生活最後の発表会を前に，改めて自分達の学

校である“筒賀小学校”のよさやこれからの自分達の過ごし方について考えることで，より一層，自覚

や仲間意識を高めることができればと考える。 

   また，校風という面についても，これまでの先輩たちの姿を思い出しながら，筒賀小学校らしさを自

分達の言葉で語ることができるようになればと考える。 

 

７ 資料について 

  広美は栽培委員会に入ったが，希望した委員会ではなく，そのうえ肥料いじりをしなければならず，

気が進まない。しかし，「二人二鉢運動」ということで，１年生の健一と組むことになり，一緒に作業

をしたり，菊の育て方や作業の手順を調べて自分達で工夫したりしていくうちに，きれいな花を咲かせ

ようという積極的な気持ちに変わっていく。 

 

８ 指導過程の工夫 

① テーマに係っての工夫 

２学期の大きな学校行事である学習発表会成功に向けて，学級発表の練習はもちろん，全校での合

唱や合奏，係の準備など，本学級の児童は，一致団結して取り組んでいるところである。このような

学校行事での自分達の取り組み方と関連させながら，“筒賀小の伝統・校風”について，児童に実施

したアンケート結果・保護者からのメッセージ等を導入・終末に用いて授業構成を考える。  

テーマ（他教科と道徳授業の関連の工夫） 



② 発問の工夫 

米屋のおじさんの「菊づくりは学校の誇りだよ」の言葉を，どう広美が受け止めているのかを中心

に，栽培委員になったころの広美の気持ちからの変容について考えさせるようにしたい。そうするこ

とで，校風というものをより自分のものとして感じることができると考える。 

③ 導入・展開・終末の工夫 

展開の前半では，「希望してなった栽培委員ではない」ことを手がかりに，菊づくりに消極的な主

人公広美に共感し，後半では 1 年生の健一の存在から上級生としていい加減な仕事はできない主人

公の心の変化，さらには先輩の米屋のおじさんの作文を読み，より自分達の学校への愛着を深め，

校風を大事にしていこうとする主人公の心の変容に気付かせるような板書にしたい。また，導入・

終末の場面で，児童のアンケート結果を用いて，より自分達の学校づくりについて関心をもって，

話合い活動ができるようにしたいと考える。 

 

９ 準備物 

  ワークシート  挿絵のコピー  アンケート結果 

 

10 授業の展開例 

 

学習活動 

主な発問と予想される 

児童生徒の心の動き 

（◎中心発問） 

指導形態 指導上の留意点 

（☆評価の観点） 

T1 T2 
 

導 
 

入
５
分 

①自分達の学校で

自慢できることや

誇りに思うことに

ついて出し合う。 

○筒賀小学校の自慢，筒賀小学校らし

さとはどんなことでしょう。アンケ

ートの結果を予想してみましょう。 

 ・みんな仲が良い。 

 ・校庭が芝生。 

発問 掲示 ・５・６年児童のアンケー

ト結果の上位３つについ

て考えさせる。 

展
開 

②「せんぱいの心

を受けついで」

の前半を読んで

話し合う。 

（～88ページ 5行

目まで読む。） 

 

 

 

 

 

 

○栽培委員になった広美はどんな気

持ちだったでしょう。 

・嫌な仕事がたくさんある。 

・好きで入った委員会でないので， 

 やめたい。 

・希望の委員会ではないけど，しっか

りやろう。 

○1 年生の健一と組んで作業を続け

るうちに，広美の気持ちはどう変わ

ってきているでしょう。 

・健一が頑張っている。自分も頑張ら

なければ。 

・一緒にきれいな菊を咲かせたい。 

範読 

発問 

 

 

 

 

 

発問 

 

 

 

板書 

構造化 

 

 

 

 

 

板書 

 

・菊づくりに消極的な広美

の気持ちに共感できるよ

うにする。 

 

 

 

 

・健一を前に上級生として

責任ある仕事をしなければ

いけないという気持ちの変

化に気付かせる。 

 



展 
 

開
１
５
分 

（～88ページ６行

目以降を読む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○米屋のおじさんの作文を読んで，ま

た，おじさんの話を聞いて，広美は

どんなことを思ったでしょう。 

・学校にはこんな伝統があったんだ

な。 

・菊づくりを守っていくのは自分達

だ。伝統を守らないと。 

  

◎広美はどんな気持ちで米屋のおじ

さんに招待状を書いたと思います

か。 

・おじさんの時代からの学校の誇りを

今も大切にしています。 

・先輩として私たちの菊をぜひ見てほ

しい。 

 

 

 

範読 

発問 

 

 

 

 

 

 

発問 

机間指導 

 

板書 

構造化 

 

 

 

 

 

 

机間指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「学校の誇りだよ。」とい

う言葉を聞いて，広美自身

が褒められている感覚にな

ったのはなぜか，また，伝

統を引き継ぐために自分が

頑張らなければならないと

いう気持ちに変化している

ことに気付かせる。 

・後輩として自分達が伝統

の菊づくりを受け継いでい

ることを知らせたかった広

美の気持ちに気付かせる。 

✩米屋のおじさんに招待状

を書いた広美の気持ちを共

感的にとらえているか。（ワ

ークシート） 

 

資
料
離
れ
２
０
分 

④ ③自分達の学校

の自慢や校風に

ついて話し合う。 

 

 

 

○筒賀小学校の自慢や校風について

もう一度考えてみます。ここで筒賀

小学校を卒業されたみんなの先輩

や筒賀小学校のことを応援してく

ださっている方々から筒賀小学校

の自慢や校風などについてもらっ

たメッセージを紹介します。 

・1200 人の学校を卒業したので，校

長先生・教頭先生と話すことはでき

ませんでしたが，筒賀小では全部の

先生と話せたり，みんなと遊べたり

するのがいいですね。 

提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机間指導 

 

 

板書 

 

 

 

⑤  ○みんなも他にはどんなものがある

かグループで話し合い，私たちの道

徳１６２ページに書き込んでみま

しょう。全体でも交流しましょう。 

（グループ→全体） 

発問 

 

 

机間指導 

 

板書 

 

 

机間指導 

☆自分達の学校の自慢や校

風について進んで話し合う

ことができたか。(私たちの

道徳) 

 

  

○め筒賀小学校の自慢や校風について話し合おう。 



⑥  ・全校遊びやスペシャルデーなどがあ

るのがいい。 

・クリーン活動やエコキャップ集めを

がんばっている。 

 板書 

 

 

終
末
５
分 

⑦ ④今日の学習を

振り返る。 

○今日の学習のまとめとして，みんな

で校歌を歌って終わりましょう。 

CD操作   

 

11 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ワークシート 


